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20 保健 

（１）関連グラフなど 

 

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、 

重要度をタテ軸にした場合の 

位置づけです。 
 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37項目の中から、 

特に重要と思う項目を 

５つ選んでもらった位置づけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.健康づ

くりや病

気予防
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重
要
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←満足度→

 

 

9.3

12.1

8.6

15.5

12.7

3.7

10.0

16.2

17.6

28.5

4.3

2.8

4.7

1.5

6.4

25.2

8.4

32.2

39.6

36.8

8.9

9.3

2.2

18.3

3.4

4.8

10.5

18.0

2.2

10.9

17.3

13.4

17.7

4.3

5.0

4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）

30.8

35.9

26.0

42.3

6.6

13.7

20.7

39.9

24.0

23.0

6.0

18.3

21.5

8.4

1.8

29.3

18.6

25.4

30.0

9.4

44.0

38.8

10.7

62.9

14.7

16.3

25.7

7.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

資源のムダをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

花いっぱい運動や清掃活動

高齢者や困っている人たちへの福祉ボランティア活動

歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

【中高生のみ】小さい子どもの遊び相手をする活動

【町民のみ】子ども会やＰＴＡなどを通じた《青少年育成活動》

スポーツや保健事業での健康なまちづくり活動

安全に暮らせるまちをめざす交通安全・防犯・防災活動

各種イベントや祭りなど町や地区の各種行事

【中高生のみ】町外者にまちの観光案内やＰＲをする活動

【町民のみ】あいさつ、親切に心がける明るいまちづくり活動

ホームステイの受け入れ、地域ガイドなど国内外との交流活動

味覚・特産品、産業技術の開発など特産開発、技術研究活動

【町民のみ】地域での自治会活動に参加

まちづくりに意見や提案をする場に参加

その他

■町民

■中高生

【問７】参加したい（できる）まちづくり活動（あてはまるものすべて選択（上段：町民、下段：中高生）
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 今後の見通し、方向性 

総合的な
体制の充
実 

地域保健医療福
祉情報システム
※の構築 

保健・医療・福祉ネット
ワーク推進委員会におい
て連携や必要な取り組み
について検討を行い、認
知症予防を目的とした
「やまびこ」等の活動が
開始された。 

地域保健医療福祉
情報システムにつ
いては個人情報や
医療機関の体制整
備が必要等実施に
ついては課題が大
きい。 

高齢者が住み慣れた
地域で生活を継続で
きるようにするため、
包括的なケアシステ
ムの構築が必要 

保健予防、
保健指導
の推進 

生活習慣病の予
防に向けた運動
習慣の確立や食
生活改善等 

各種健診の受診率向上の
ために受診勧奨、啓発、
自己負担の軽減等の取り
組みを行い特定健診にお
いては受診率の向上が図
れた。 

特定健診の受診率
は向上したが、目標
に達していない現
状がある。 

今後も健康づくりの
推進のため、取り組み
を行う。 

総合的で連携を
強化した地域保
健、学校保健、
職域保健の推進 

健康増進計画推進委員会
を開催し町内関係団体等
から意見をもらいながら
健康増進計画を策定し今
後の取り組みの検討を行
った。職域対象の健康教
育の実施や職域と連携し
健診体制の整備を図るこ
とができた。 

こころの健康や不
登校、ひきこもり等
の課題は増えてき
ている。 

今後も健康づくりの
推進のため、取り組み
を行う。 

予防接種による
感染症予防 

定期予防接種に新たにヒ
ブ、肺炎球菌、子宮頸が
ん等の予防接種が加わり
接種体制の整備及び受診
率向上のための勧奨を行
った。 

安全に実施できる
体制整備 

近年、予防接種法の改
正が多く情報を収集
しながら安全に実施
できるよう対象者へ
のわかりやすい周知
が必要 

介護予防
の推進 

介護予防マネジ
メント※体制の
確立 

平成 18 年度に地域包括
支援センターを設置以
降、要支援１・２と認定
された方及び要介護状態
となる恐れの高い虚弱な
状態にある方の予防ケア
プランを作成による介護
予防マネジメントが図ら
れている。 

現在、地域包括支援
センター職員の介
護支援専門員によ
り体制は確立され
ており要支援認定
者への対応は図ら
れているが、今後認
定者が増える場合
における職員の充
足は必要となる。 

今後も職員の学習会
等の実施によるスキ
ルアップを図りなが
ら適正な支援を行う。 

生活習慣病を予
防する生活の理
解と自ら健康づ
くりに取り組め
る環境の整備 

健診結果説明会による個
別指導や老人クラブの健
康相談、出前講座、運動
教室を開催し健康づくり
の啓発を実施。 

高齢者の増加が今
後予想され、行政の
取り組みだけでは
困難な現状にある。 

地域と協力した取り
組みの強化 

特定高齢者※の
早期発見と生活
機能の低下を防
ぐ 

特定健診や地域包括支援
センター等との連携から
対象者を把握し介護予防
教室につなげ機能低下予
防を図った。 

高齢化の進行によ
り身体的な機能低
下だけでなく認知
症予防のための取
り組みが必要 

地域と協力した取り
組みの強化 
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地域ぐるみでの
軽度認知症の早
期発見 

包括支援センターの実態
把握や見守り協定関連機
関からの情報提供を受
け、保健師や包括支援セ
ンターと連携して医療機
関受診や介護サービス提
供へつなげる。 

独居や高齢者のみ
世帯以外の認知症
の方の把握 

今後要介護者の増加
が見込まれており、地
域による見守り体制
の連携を図る。 

認知症に関する
地域サポート体
制の整備 

認知症サポーター1,650
名養成(平成 25年度末)。 

初期養成のサポー
ターの再研修、若年
性認知症のサポー
ト等の実施 

認知症サポーター養
成講座の周知及び開
催。 

健康づく
りの推進 

ヘルスリーダー
※の養成、育成
および活動の推
進 

第７期ヘルスリーダー養
成講座を実施。現在ヘル
スリーダー24 名が活動
している。 

ヘルスリーダー養
成講座受講生が少
ない現状がある。 

今後も美幌町の健康
課題に応じた取り組
みを行政と一緒に取
り組んでもらうよう
育成をしていく。 

地域における健
康づくりの推進 

出前講座、各種健康教室
の開催 

地域との連携及び
協力 

地域と協力した取り
組みの強化 

質の高い健康運
動指導員の確保 

・指導員養成講座の実施
（概ね 2年に 1度） 

・研修の実施（年に数回）
による運動指導員の育成 

・質の高い運動指導
員の確保 

・住民の多様なニー
ズに合わせた運動
指導員の育成 

・引き続き運動指導員
の養成・育成を実施す
る。 

生活習慣病予防
あるいはコント
ロールに向けた
食生活等の改善 

出前講座、各種健康教室
の開催 

食習慣の改善 ヘルスリーダーや関
係機関と協力した取
り組みの推進 

施設の整備・充
実 

利用者が安全で安心して
利用できるよう、計画的
に修繕及び更新を実施す
る。 

施設開設後10年が
経過し、経年による
修繕や機器更新が
必要な箇所が増大
している。 

・計画的に修繕及び更
新を実施する 

※地域保健医療福祉情報システム：保健・医療・福祉分野の情報の共有化や、相互に情報交換できるシステムで、情報
のネットワーク化により、効率的で関係機関が連携のとれたサービスの提供をめざすもの。 

※介護予防マネジメント：介護の予防と悪化防止のため、対象者への状態の一次評価、介護予防ケアプランの作成、サ
ービス提供後の再評価、事業評価などを行うこと。 

※特定高齢者：65 歳以上で生活機能が低下し、近い将来介護が必要となるおそれがある高齢者。介護予防の観点から
行われる健診の結果、生活機能の低下が心配される人、要介護認定の非該当者、保健師などが行う訪問調査などの結
果、生活機能の低下が心配される人などが該当する。 

※ヘルスリーダー：美幌町が実施するヘルスリーダー養成講座を受講し、自らの健康に関心を持ち、健康的な生活習慣
を実践するとともに地域における健康づくりのリーダーとして主体的に取り組む人。 
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（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

 子供がいる人への講座などをもっと開いてほしい。ベビーマッサージや、病気になった時

の対処の仕方や、症状を写真や実演でわかりやすく説明してくれるなど。（女性・10～20

代） 

 町の医療費持ち出し削減について。現在、高齢者が健康のためにと思いコミセンへ卓球を

しに行きますと、１回 200 円使用料がかかりますね。あれは反対。適当に運動をしている

と健康に良いので、医療費（薬代）があまりかからず、町の持ち出しが少なくてすむので、

スポーツに来られた方には１回 200 円をあげる（無料にする）べきだと思います。最近は

どうもへりくつばかりで、あまり汗をかかない人が多い。適当に運動をすると糖尿病もぐ

んと減るよ。（男性・70代以上） 

 町民の健康づくりの拠点とする「しゃきっとプラザ」を中心に、さまざまな取り組みをさ

れているが、特定健康診断の受診率が伸び悩んでいる。町民ひとりひとりが、健康増進の

意識を高めるためにも、健康に関心を持ち、健康づくりを実行、継続できるようなまちづ

くりを推進しても良いのでは。（男性・30代） 

 現在、シャキットプラザには運動する設備があるそうですが、血圧の高めの人は使用出来

ないとか。健康な人はスポーツセンターがありますが、やや不安のある人は、健康になる

為に、指導者がついて改善する為のプログラムなどを作り、利用出来て、悪くならない為

に使用すると良いのではないでしょうか。（女性・60代） 

 シャキットについてです。午前 9:20 からですが、一組のメンバーがいます。６～８人の女

性です。大きな声でしゃべる、笑う、まじめに水中ウォーキングをしたい人達は迷惑して

います。係の女性には言いますが、なかなか注意が出来ないようです。午前 9:20に、始め

のころは若い方、男性が来ていましたが、今は来ません。時間を変えて来ています。私は

シャキットに 10年通っていますが、最近では行く気になりません。抜き打ちで、見学して

下さい。（女性・70代以上） 

○ 健康で長生きを楽しめないと長生きの意味がないので、健康の必要性についてもっと若い
世代から意識付けする。 

 

  


